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１ 調査の背景と目的 

I ターンの限界が見え隠れするなか，山間地の維持について，離村した子ども（他出子）

が注目されるようになった。実際，親の近くに住む他出子は，親の日常生活を支援してい

る（例：石阪・緑川 (1)）。筆者らは，遠方の他出子が親と同じ市区町村に移住し，親の通院

や家事などを支援することを期待している。この調査では，親が都市に住んでいる場合も

視野に入れ，そのような移住の可能性と障壁を明らかにする。得られたデータは，より正

確な人口推計，山間地の生き残り戦略の構築などで活用したい。  

 

２ 調査の方法 

2015 年 3 月 18 日～20 日，全国の 18 歳以上の男女を対象に，ネットアンケートを実施

した（マイボイス株式会社が実施）。性別・年齢層で 10 個のグループ (2)をつくり，それぞ

れから 100 件以上回収することを目指した（回収数 1,033）。  

 

３ 親の生活を支援するための移住 

（１）移住が可能な人の割合 

このアンケートでは，「親と同じ市区町

村に移住すること」を「U ターン」と定義

した。ただし，親と同居するかは問わない。

親と別の市区町村に住んでいる人に，「親

の通院や家事などを助けるため，いま，あ

なたが U ターンを求められたと仮定して

ください」と述べたあと，それが可能かど

うかを尋ねた。親が住む地域別の集計結果

を Fig. 1 に示す。ただし，「親が住む地域」

とは，親の住まいから徒歩 15 分以内の地

域を指している。  

（２）移住できない理由 

前述の問いで，「U ターンは不可能」と答えた人に，その理由を尋ねた（複数回答）。親

が住む地域別の集計結果を Table 1 に示す。ただし，ここでは「山間の農村」と「平地の農

村」を「農村」に，「郊外部」と「都市部」を「都市」に統合した。  
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Fig. 1 親支援のための移住可能率  
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Table 1 移住できない理由（複数回答，選択肢別の選択率）  

Obstacles for migration to aid parental life 

親が住む地域

農村（N=49）  都市（N=157）

金銭面で生活が維持できなくなる 51.0% 42.0%

日常の生活が非常に不便になる 57.1% 28.7%

親元の地域の生活様式や慣習になじむ自信がない 18.4% 7.6%

現在の場所にある土地や家屋などが管理できない 16.3% 12.7%

現在の場所で築いた地縁を失う 14.3% 8.9%

現在，親以外の誰かの通院や家事などを助けている 4.1% 6.4%

家族や親せきの同意を得ることができない 10.2% 22.9%

＊農村：山間の農村＋平地の農村，都市：郊外部＋都市部

４ 参考：出身市区町村への移住 

「0～4 歳で最も長く住んでいたお住ま

いがあった（ある）市区町村」を「出身市

区町村」と定義し，現在，出身市区町村に

住んでいない人に，そこへの移住（３のよ

うな仮定のない，漠然としたもの）につい

て尋ねた（Fig. 2）。  

５ 山間地の維持にむけて 

山間地の維持について若干の考察を加

えたい。都市部や郊外部への移住の場合よ

りは低いが，親の生活を支援するために，

山間の農村へ移住できる人の割合は，無視

できるほどの低い値ではない (3)。高齢者の

通院や家事などの支援ということでは，他出子が有力な戦力になるといえる。ただし，後

継者として，そのまま山間の農村を守ってくれるかどうかについては未知数である。移住

できない理由については，おおむね一般論にそったものになったと思われる。なお，４の

結果から，特段のきっかけがない場合，山間の農村（出身地）への移住は，あまり期待で

きないことが示唆された（Fig. 2 の「移住希望＋移住可能」は 5%未満）。ただ漠然と移住

を待つだけでは状況は変わらないと思われる。

(1)石阪督規・緑川奈那「過疎地域の高齢者と他出子―三重県紀伊長島町の事例調査を通して―」『人文

論叢：三重大学人文学部文化学科研究紀要』22，pp. 111-128，2005 (2)①男性 10～20 代，②男性 30 代，

③男性 40 代，④男性 50 代，⑤男性 60 代以上，⑥女性 10～20 代，⑦女性 30 代，⑧女性 40 代，⑨女性

50 代，⑩女性 60 代以上。 (3)性・年齢層に関する回答者の構成比は，現実のものとは異なる。厳密な

移住可能率を得るためには，その点に関する補正が必要である。

Fig. 2 出身市区町村への移住  
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